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im Auftrag der Heidelberger Akademie der Wissenschaften hrsg. von 
12 
Carl Gebhardt， C.Winter， Heidelbergにより、以下のように略号化して本
文中に示すことにする。 E 1 は『エチカ (ETHICA)~ 第 1 部、 P は定理、 D
は定義、 Aは公理、定理の後のDは証明、 Cは系、 Sは備考、 ADは感情の
定義、 AGDは感情の一般的定義、 Prefは序文をそれぞれ表す。 なお、傍点
はすべて筆者による。
1) Cf.R.Descartes， Les Passions de l'ame， Art 69， auvres de Descar. 















必然的に依存している」とゲルーは言う。 Cf.Martial Gueroult， Spin-
oza 11， Aubier' Montaigne， 1968， Paris， pp.32-33. 
(大学院後期課程学生)
